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区
は
、
区
の
仕
事
を
効
率
的

に
進
め
、
か
つ
説
明
責
任
（
行

政
な
ど
が
そ
の
活
動
を
国
民
、

市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
説
明

す
る
責
任
）を
向
上
さ
せ
る
た

め
、コ
ス
ト
や
成
果
を
事
業
ご

と
に
評
価
す
る
「
事
務
事
業
評

価
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
で

あ
る
評
価
表
を
公
表
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
は
、　

年
度

１１

か
ら
す
べ
て
の
事
業
で
実
施
し

て
い
ま
す
。　

年
度
は
、
新
し

１２

く
都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ
た
清

掃
事
業
の
試
行
的
実
施
も
含

め
、
一
〇
五
六
事
業
の
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
の
シ
ス
テ
ム
は
ま

だ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り

で
、
多
く
の
改
善
点
や
課
題
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
お
お
よ
そ

　

年
度
事
務
事
業
評
価

１２

の
事
業
の
コ
ス
ト
や
成
果
・
結

果
の
あ
ら
ま
し
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
区

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ご
覧
い
た

だ
き
、
行
政
内
部
の
評
価
で
は

足
り
な
い
点
を
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

�
　

事
務
事
業
評
価
に
お
い
て
、

最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
、
説
明
責
任
の
向
上
や
住
民

参
加
の
た
め
の
情
報
提
供
で

す
。

　

し
か
し
、
他
の
自
治
体
の
例

を
み
て
も
、
ま
だ
内
部
だ
け
で

評
価
を
し
て
い
る
自
治
体
が
ほ

と
ん
ど
で
、
さ
ら
に
評
価
表
そ

の
も
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
公
表
し
て
い
る
の
は
、
全

国
で
も
数
自
治
体
と
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

身
近
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

〈表１　今後の事業のあり方〉

比率(％)事業数今後の事業のあり方

  １３．０１３７統廃合

  ４１．４４３７簡素・効率化

  ２７．３２８９重点化

  １８．３１９３改善余地なし

  １００．０１０５６合計

〈表２　人件費〉

人件費額(千円)事業数人件費規模

 ��� １０２，６５８２０５１００万円未満

 �� ２，３３７，３００５２５１００万円以上１０００万円未満

 �� ８，１７８，６３５２７４１０００万円以上１億円未満

 �� １３，０２２，６４７４６１億円以上１０億円未満

 �� １５，７２８，９７８６１０億円以上

 �� ３９，３７０，２１８１０５６全事業

図１〈成果向上のための方策〉�

手段・方法�
の変更�

実施主体�
の変更�

活動量のみ�
の増加�

事業費・活�
動費の増加�

その他�

66%
3%

1%

21%

9%
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らららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

審
議
会
等
の
お
知
ら
せ

選挙管理委員会
事務局

１３年度予算について
農業委員会委員
選挙人名簿の調製など

午前１０時～２月１３日∏

２０日∏
選挙管理委員会定例会

区政情報課個人情報保護に関する
報告・諮問

午前
９時３０分～２月１４日π

杉並区情報公開・
個人情報保護審議会

社会教育センター
@３３１７‐６６２１

社会教育センター
審議会のあり方

午後
３時３０分～２月１５日∫

社会教育センター
審議会

地域活動推進課地域活動支援センター
について午後２時～２月１６日ª

杉並の地域活動を
すすめる区民懇談会
※日時は変更する場合があります。

　

区
で
は
、　

年
度
、
評
価
表

１１

を
区
政
資
料
室
で
公
表
し
ま
し

た
が
、　

年
度
は
、
全
て
の
個

１２

別
評
価
表
を
、
身
近
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
各
図
書
館
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
各
事
業
の
コ
ス
ト
や
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
杉
並
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
―
デ
ー
タ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
―
行
政
評
価
の
項
）。
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評
価
表
で
は
、
事
業
の
対
象

（
個
人
、団
体
な
ど
）、目
的
、活

動
内
容
な
ど
を
、
簡
潔
に
再
確

認
し
た
後
、
成
果
指
標
な
ど
に

よ
り
事
業
の
成
果
の
概
略
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

　

成
果
指
標
と
は
、
行
政
が
何

を
や
っ
た
か
で
は
な
く
、
区
民

に
と
っ
て
の
具
体
的
な
効
果
が

何
で
あ
っ
た
の
か
を
数
値
に
よ

り
表
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、
数
値
に
表

す
こ
と
が
難
し
い
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
で
き
る

限
り
表
す
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
に
か
か
る
費

用
（
コ
ス
ト
）
と
し
て
、
そ
の

年
度
の
事
業
費
と
人
件
費
と
そ

れ
ら
を
合
わ
せ
た
総
事
業
費
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の

事
業
に
当
て
た
人
件
費
割
合
で

何
人
分
と
い
う
か
た
ち
で
示
し

て
い
ま
す
。

評
価
表
の
内
容

�
　

評
価
を
通
じ
て
事
業
を
見
直

す
仕
組
み
が
区
の
各
組
織
の
中

に
浸
透
し
、
き
め
細
か
な
提
案

を
含
め
、
仕
事
の
統
廃
合
や
簡

素
・
効
率
化
の
提
案
が
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
統
廃
合
と

簡
素
・
効
率
化
が
合
わ
せ
て　

・
５４

４
％
と
、
半
数
以
上
が
何
ら
か

の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
改
善
余

地
な
し
と
し
た
割
合
は　

・
３

１８

％
と
低
く
、
事
業
見
直
し
の
傾

向
が
表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

削
減
だ
け
で
は
な
く
強
化
・
拡

充
す
べ
き
事
業
も　

・
４
％
と

２７

三
割
近
く
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。

�
　

人
件
費
は
事
業
の
コ
ス
ト
の

中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

ま
す
。
人
件
費
と
事
業
費
を
評

価
対
象
の
中
の
全
経
費
で
み
る

と
、
人
件
費
は　

％
（
約
三
九

３６

四
億
円
）
に
な
り
ま
す
が
、
次

の
よ
う
に
全
対
象
事
業
の
う
ち

人
件
費
が
事
業
費
よ
り
多
い
事

業
が
五
一
三
件
と
、
約
半
数
に

あ
た
り
ま
す
。

▽
人
件
費
∨
事
業
費
…
五
一
三

件

評
価
の
状
況

人
件
費
と
事
業
費

▽
人
件
費
∧
事
業
費
…
五
一
五

件
　

ま
た
、
人
件
費
を
ク
ラ
ス
分

け
し
て
見
る
と
（
表
２
）、
人
件

費
が
一
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇

〇
万
円
未
満
の
事
業
が
、
五
二

五
件
と
約
半
数
に
あ
た
り
ま

す
。
人
件
費
一
〇
億
円
以
上
の

事
業
は
六
件
で
、
件
数
で
０
・

６
％
で
す
が
、
金
額
で
は
一
五

七
億
円
と
人
件
費
全
体
の　

％
４０

を
占
め
て
い
ま
す
。

�
　

評
価
の
中
で
は
、
事
務
事
業

の
成
果
向
上
の
た
め
の
方
策
を

整
理
し
て
い
ま
す
が
（
図
１
）、

事
業
費
や
活
動
量
を
増
や
せ
ば

成
果
を
向
上
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
す
る
も
の
が　

％
あ

２１

り
ま
す
。
ま
た
手
段
・
方
法
を

変
更
す
れ
ば
成
果
向
上
が
可
能

で
あ
る
と
す
る
も
の
が　

％
あ

６６

り
、
事
業
担
当
部
所
で
の
コ
ス

ト
や
改
革
に
対
す
る
意
識
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

�
　

今
後
は
、「
杉
並
区　

世
紀

２１

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
政
策
・

施
策
の
評
価
（
目
標
に
対
し
て

成
果
向
上
の
た
め
の
方
策

政
策
評
価
、
外
部
評
価

ど
れ
く
ら
い
成
果
を
あ
げ
た

か
）
や
、
行
政
に
対
す
る
外
部

か
ら
の
評
価
の
あ
り
方
な
ど
も

検
討
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。（
２
面

に
つ
づ
く
）
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すべての事務事業評価表を公表します ―問い合わせは、企画課へ。
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区
画
（
業
者
出
店
は
お
断
り
し

ま
す
）
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇

円
　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
参

加
希
望
日
も
書
い
て
、
２
月　
１９

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ 

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
へ
。
申 

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

�
　

約
二
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ

古
民
家
の
囲
炉
裏
端
で
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
民

話
を
聞
き
ま
す
。

　

【
日
時
】
①
２
月　

日
∂
②

２５

３
月
４
日
∂
の
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

【
会
場
】
郷
土
博
物
館
【
語
り

手
】
東
京
民
話
街
【
定
員
】
四

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
三
名

連
記
可
）
に
希
望
日
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１９

に
郷
土
博
物
館
（
〒　

‐
０
０

１６８

６
１
大
宮
１
―　

―
８
）
へ
。

２０

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
博
物
館

@
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

古
民
家
へ
の
招
待

―
い
ろ
り
ば
た
で 

 

民
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
―

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
@

３
３
１
７
‐
５
１
６
６
へ
。

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

【
日
時
】
３
月　

日
∂
午
前

１１

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１合
は
、　

日
∂
に
延
期
・
区
後

１８

援
）
【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
二
階
ぺ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―

９
―
１
）

▽
出
店
者
募
集

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）
【
参
加
費
】
二
階
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
（
一
・
五
ｍ

四
方
）
・
八
階
屋
上
（
二
ｍ
四

方
）
の
い
ず
れ
も
一
区
画
二
〇

〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
出

店
希
望
場
所
も
書
い
て
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ

２４リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―

１６６４
―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み

１９

２０３

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
９
８
‐
１
５
４
３
へ
。

�
　

【
日
時
】
３
月
３
日
º
・
４

日
∂
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
リ
サ

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　
１６８

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７

―
４
）

◇
出
店
者
募
集

　

【
募
集
区
画
】
両
日
共
一
四

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

 
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

in

寺
@
３
３
９
５
‐
１
５
７
６
／

善
福
寺
北
@
３
３
９
６
‐
７
９

３
６
／
上
井
草
@
３
３
９
０
‐

２
２
２
８
）
へ
。

杉
並
・
教
育
と
文
化
の
つ
ど
い

　

杉
並
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
を

語
り
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
後

１７

２
時
〜
４
時　

分
（
１
時　

分

４５

３０

開
場
・
区
後
援
）
【
会
場
】
大

学
生
協
会
館
・
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
（
和
田
３
―　

―　

）

３０

２２

【
内
容
】
▽
三
宅
太
鼓
の
演
奏

▽
合
唱
「
子
ど
も
こ
こ
に
あ
る

希
望
」
か
ら
「
仲
間
た
ち
」
ほ

か
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
高
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
▽
講
演
「
子
ど
も
の
笑
顔

輝
く
と
き
」
講
師
＝
中
野
区
立

富
士
見
中
学
校
教
諭
・
菊
池
恒

美
さ
ん
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
・
教

育
と
文
化
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
@
３
３
９
９
‐
８
７
１
９
�

３
３
９
９
‐
３
８
５
５
へ
。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
∂
午
後

２５

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１

―　

―
３
）
【
内
容
】
地
域
の

３６
グ
ル
ー
プ
、
児
童
館
に
よ
る
人

形
劇
、
和
太
鼓
、
児
童
劇
な
ど

【
定
員
】
二
五
〇
名
（
先
着

順
）
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
フ
ェ
ス
テ FAX

浜
田
山
お
や
こ
演
劇

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
　

グ
ル
ー
プ
や
親
子
で
狭
山
公

園
ま
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
∂
午
前

１１

９
時
〜
午
後
３
時
【
内
容
】
Ｊ

Ｒ
三
鷹
駅
〜
玉
川
上
水
緑
道
〜

多
摩
湖
自
転
車
道
〜
狭
山
公
園

（
徒
歩
で
約
一
三
‹
、
西
武
新

宿
線
小
平
駅
か
ら
約
六
・
五
‹

の
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
あ
り
）【
対

象
】
二
〜
五
名
程
度
の
グ
ル
ー

プ
（
小
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に
は

必
ず
大
人
が
同
伴
の
こ
と
）

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
２
月　

日
ま
で
に

２８

次
の
児
童
館
（
西
荻
北
@
３
３

９
５
‐
３
４
６
１
／
上
荻
@
３

３
９
２
‐
２
３
５
６
／
今
川
@

３
３
９
４
‐
５
３
０
２
／
善
福

e
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

め
ざ
せ
多
摩
湖
み
つ
け
よ
う
春

催
し

政策評価�

施策�

事務事業評価� 事務事業�

図２　〈行政評価のレベル〉 

行政評価�

行 政 評 価 �
政 策 評 価 �
事務事業評価�

行政活動の成果を数値目標や進捗度などにより示す評価�
包括的な活動単位である政策と施策を対象とした評価�
個々の事務事業を対象とした評価�

政策�
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先
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行
政
評
価
Q
&
A

　

１
面
で
お
知
ら
せ
し
た
事
務
事
業
評
価
は
、「
行
政
評

価
」
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。（
図
２
）

　

行
政
評
価
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
な

ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
　

行
政
評
価
は
、
行
政
活
動
の

成
果
を
数
値
目
標
や
進 
捗  
度

     

な

ち
ょ
く

ど
で
示
す
も
の
で
す
が
、
図
２

に
あ
る
よ
う
に
、
行
政
評
価
に

は
仕
事
の
一
つ
一
つ
の
成
果
と

そ
の
費
用
を
明
ら
か
に
す
る
事

務
事
業
評
価
と
、
政
策
や
施
策

の
効
果
を
見
る
政
策
評
価
が
あ

り
ま
す
。

　

成
長
拡
大
を
続
け
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
経
済
状
況
の
中
で

は
、
仕
事
の
削
減
や
見
直
し
と

い
う
よ
り
は
、
新
し
い
施
策
や

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
ど
う
バ
ラ

Ｑ
１　

行
政
評
価
と
は
何
で
す

か

ン
ス
良
く
計
画
的
に
行
う
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
財
政
の
厳
し
い

時
代
に
な
る
と
、
施
策
の
優
先

選
択
性
を
検
討
し
、
ど
ん
な
仕

事
が
区
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度

が
高
い
の
か
点
検
す
る
こ
と
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

�
　

行
政
評
価
は
、
財
政
赤
字
か

ら
の
脱
却
や
行
政
経
営
改
革
を

進
め
る
た
め
に
有
効
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

慢
性
的
な
財
政
赤
字
に
苦
し

Ｑ
２　

行
政
評
価
を
行
う
と
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
の
で
す
か

ん
で
き
た
欧
米
で
は
、
民
間
企

業
の
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り

入
れ
て
行
政
評
価
を
行
い
、
財

政
赤
字
の
削
減
、
行
政
経
営
の

建
て
直
し
に
大
き
な
効
果
を
あ

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
欧
米
を

中
心
と
し
て
世
界
に
広
が
り
、

「
新
自
治
体
経
営
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
三
重
県
な
ど
を

は
じ
め
と
し
て
取
り
組
み
が
広

が
り
、
政
府
で
も
各
省
庁
の
行

政
評
価
の
実
施
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

�
　

行
政
の
事
業
は
、
営
利
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
る
事
業
の
効
率
が
悪

く
て
は
他
の
多
く
の
大
切
な
事

業
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
間
企
業
の
成
果

に
あ
た
る
利
益
の
代
わ
り
に
、

い
わ
ば
行
政
の
顧
客
で
か
つ
株

主
で
あ
る
と
も
言
え
る
区
民
の

皆
さ
ん
の
満
足
度
の
向
上
な
ど

を
具
体
的
成
果
と
し
て
、
数
値

で
表
し
評
価
を
行
い
ま
す
。

�
　

行
政
評
価
の
一
次
的
な
主
体

は
、
一
つ
一
つ
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
区
の
係
や
課
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
区
の
中
で
、
あ

Ｑ
３　

行
政
評
価
の
方
法
は

Ｑ
４　

評
価
の
主
体
は
誰
で
す

か

る
い
は
議
会
な
ど
で
様
々
な
角

度
か
ら
ま
た
評
価
や
検
討
が
な

さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
そ
の
全

て
を
評
価
す
る
の
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
で
す
。
区
は
、
行
政
と

区
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
く
た
め
、
説
明

責
任
を
向
上
さ
せ
、
評
価
し
た

情
報
を
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

�
　

社
会
が
多
様
化
し
て
き
て
、

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
財

政
的
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
と
り
や

め
て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と

も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
廃
止
や
休
止
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
事
業
が
、
ど

の
く
ら
い
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
か
い
つ
で
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
た
め
に
、
事

務
事
業
（
仕
事
）
ご
と
に
、
コ

ス
ト
と
成
果
を
ま
と
め
て
公
表

し
ま
す
。

�
　

行
政
評
価
の
シ
ス
テ
ム
は
、

日
本
で
は
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か

り
で
、
方
法
に
つ
い
て
確
立
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

区
で
も
、　

年
度
か
ら
全
面
的

１１

に
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た

が
、
今
後
、
政
策
評
価
の
仕
組

み
や
区
民
参
加
に
よ
る
外
部
評

価
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ
５　

行
政
評
価
は
ど
う
し
て

区
民
参
加
に
役
立
つ
の
で
す
か

Ｑ
６　

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
で
す
か

行行 事事

杉並区ホームページ杉並区ホームページ
URL http://www.city.suginami.tokyo.jp

� 　３３１２　　　　　　　　

� （インターネットナンバー）を
ご存じですか？アドレスに３３１２
と入力するだけで、杉並区ホームペ
ージがご覧になれます。お使いにな
る場合は、（http://www.888.ne.jp）
からソフト（無償）をダウンロード
してください。
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の
お
子
さ
ん
と
親
【
定
員
】
三

〇
組
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
@
３

３
３
３
‐
４
６
９
９
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

�
　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
左

表
の
と
お
り
【
会
場
】
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
の
方
【
定
員
】
五
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

家
族
の
た
め
の

 

精
神
分
裂
病
講
座

３
３
７
‐
３
０
６
５
へ
。

土
曜
日
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

　

【
日
時
】
３
月　

日
º
午
後

１０

１
時　

分
〜
４
時
【
会
場
】
和

３０

泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―

　

―
６
）
【
内
容
】 
沐
浴 
実

も
く
よ
く

５０習
・
妊
婦
体
験
・
情
報
交
換
な

ど
【
対
象
】
区
内
在
住
で
当
日

二
〇
週
以
上
の
初
産
の
カ
ッ
プ

ル
（
二
人
で
参
加
で
き
る
方
）

【
定
員
】
一
五
組
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
出
産
予
定
日
も
書
い
て
、
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
保

２３
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
６

１６８

３
和
泉
４
―　

―
６
）
へ
。
申

５０

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
保
健
セ

ン
タ
ー
@
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
へ
。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
∏
午
前

２０

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
和
泉
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）
【
内
容
】
講
義
＝
血
液
中

に
脂
肪
を
た
め
な
い
食
生
活
／

調
理
実
演
・
試
食
【
講
師
】
救

世
軍
ブ
ー
ス
記
念
病
院
栄
養
科

主
任
・
金
子
攻
さ
ん
【
定
員
】

二
五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
前

２４

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
子
育
て

１０サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
前
（
宮

前
２
―　

―　

宮
前
保
育
園

２４

３８

内
）
【
対
象
】
２
歳
〜
就
学
前

e
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

高
脂
血
症
を
防
ご
う

e
育
児
講
習
会

親
子
で
楽
し
む
歌
と
オ
カ
リ
ナ

費
含
む
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２３

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

魚
の
お
ろ
し
方
教
室

　

区
内
の
魚
屋
さ
ん
が
親
切
に

指
導
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
π
午
前

２８

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
阿

３０

佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―　

）
【
講

４７

１７

師
】
杉
並
区
漁
商
連
合
会
会
員

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
【
定
員
】
二
四
名
【
参
加

費
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１９

に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

都
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
対

策
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た

が
、
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
測
定
し
た
二
酸
化
窒
素
の

報
告
と
あ
わ
せ
て
、
お
話
を
聞

き
ま
す
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
２
月　

日
∑
午
後

２６

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）
【
講
師
】
都
環
境
局
職

員
・
藤
原
寿
和
さ
ん
【
参
加

費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
気
汚
染

測
定
連
絡
会
・
渡
辺
正
子
@
３

e
大
気
汚
染
講
演
会

環
境
問
題
は
深
刻
で
す

６
６
２
３
へ
。

�
　

ご
み
減
量
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
日
野

市
・
青
梅
市
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
る
有
料
化
に
は
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
の
か
勉
強
し

ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
∑
午
前

２６

　

時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
リ

１０

３０

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
４
）
【
講

師
】
元
杉
並
清
掃
工
場
長
・
前

田
了
介
さ
ん
【
定
員
】
五
〇
名

（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
一
〇

〇
円
（
資
料
代
）

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
リ
サ

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
@
３
３

３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

へ
。包

丁
と
ぎ
を
習
お
う

　

【
日
時
】
３
月
３
日
º
①
午

後
１
時
②
２
時　

分
【
会
場
】

３０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

【
募
集
人
数
】
各
回
一
〇
名

【
参
加
費
】
三
〇
〇
円
（
教
材

e
リ
サ
イ
ク
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
③

勉
強
会
「
家
庭
ご
み
の
有

料
化
と
は
？
」

�
　

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
の

な
い
初
心
者
の
方
が
対
象
で

す
。
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と

か
ら
、
簡
単
な
文
字
入
力
が
で

き
る
ま
で
を
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
・
会
場
】
下
表
の
と

お
り
【
講
師
】
杉
並
の
情
報
化

を
考
え
る
会
、
子
育
て
マ
ッ
プ

の
会
、
杉
並
こ
こ
と
、
な
ど
有

志
の
皆
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
パ
ソ

２０

コ
ン
初
心
者
【
費
用
】
一
〇
〇

円【
定
員
】各
会
場
二
〇
名
程
度

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
す
る
会
場
（
一
カ
所
）

も
書
い
て
、
２
月　

日
（
必

２０

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

２２

３２

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

※
託
児
は
、
済
美
教
育
研
究
所

の
み
（
お
お
む
ね
１
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
）。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
∂
午
後

１８

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）
【
講
師
】
杉
並
郷
土
史
会

１７副
会
長
・
井
口
昭
英
さ
ん
【
定

員
】
七
〇
名
【
参
加
費
】
五
○

○
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
@
３
３
１
２
‐

超
・
初
心
者
の
た
め
の

 

パ
ソ
コ
ン
教
室

e
郷
土
史
講
座

坂
東
平
氏
の
発
祥
と
盛
衰

な
り
次
第
終
了
）
【
会
場
】
郷

土
博
物
館
（
大
宮
１
―　

―
２０

８
）
【
観
覧
料
】
一
〇
〇
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
郷
土
博
物

館
@
３
３
１
７
‐
０
８
４
１

へ
。

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。野

鳥
の
観
察
会

　

自
然
が
豊
か
な
善
福
寺
公
園

で
、
冬
に
多
く
飛
来
し
て
来
る

野
鳥
の
観
察
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
º
午
前

１０

　

時
〜
正
午
【
集
合
場
所
】
都

１０立
善
福
寺
公
園
渡
戸
橋
付
近

（
善
福
寺
公
園
前
バ
ス
停
）

【
講
師
】
杉
並
野
鳥
研
究
会
・

竹
下
信
雄
さ
ん
ほ
か
【
定
員
】

五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
環
境
保
全
課

庶
務
係
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

料
】
二
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
親
子
劇
場
・
渡
辺
@

３
３
３
１
‐
４
３
８
１
へ
。

◇
区
民
の
親
子
三
〇
組
六
〇
名

を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

３２合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
区

内
で
昭
和
初
期
に
使
わ
れ
て
い

た
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
３
日
に
は
甘
酒

を
用
意
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
▽
展
示
＝
２
月　
１１

日
¥
〜
３
月
３
日
º
の
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
▽
甘
酒
＝
３
月
３
日
º
午
前

　

時
〜
（
先
着
五
〇
名
。
な
く

１０ e
郷
土
博
物
館

ひ
な
人
形
展
示

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

【
日
時
】
２
月　

日
ª
午
前

２３

　

時
〜　

時　

分
【
集
合
】
高

１０

１１

３０

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―　

―
３
）
【
内
容
】
健

２０

康
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
か
ら
、
神
田
川
沿
い
塚
山

公
園
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
（
雨
天
の
場
合
は
室
内
で
体

操
）
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
保
健
セ

ン
タ
ー
@
３
３
３
４
‐
４
３
０

４
へ
。

※
毎
月
第
四
金
曜
日
に
開
催
。

�
　

【
日
時
】
３
月　

日
º
午
後

１０

５
時
開
演
（
４
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
二
期
会
会
員
、
バ

ス
・
バ
リ
ト
ン
＝
池
田
直
樹
／

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
＝
池
田
早
苗
／

ピ
ア
ノ
＝
デ
ヴ
ィ
ト
・
ス
タ
イ

ン
【
定
員
】
五
六
八
名
【
入
場

子
ど
も
に
本
気
で
コ
ン
サ
ー
ト

 

―
童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
ま
で
―

講
座
・

　

講
演

〈超初心者パソコン教室〉
託児会　場時　間開催日

無神明中学校（南荻窪２‐３７‐２８）
久我山小学校（久我山５‐１８‐７）

午前９時３０分～
 � 午後４時３０分３月１０日º

有済美教育研究所
 ����� （堀ノ内２‐５‐２６）

午前９時３０分～
 � 午後４時３０分
※２日間
参加できる方

　　１２日∑ 
　　１３日∏

無東原中学校（下井草１‐２８‐５）
八成小学校（井草２‐２５‐４）

午前９時３０分～
 � 午後４時３０分　　２４日º

　〈家族のための精神分裂病講座〉

講　師内　容日　時
慈雲堂内科病院
精神科医師

藤田　英親

精神分裂病の
理解と薬２月１９日∑

午後１時３０分
～４時 荻窪保健

センター保健婦
利用できる社会
資源制度について

ＳＳＴ普及協会
ＳＳＴリーダー

高森　信子

家族の対応・
援助の方法

　　２６日∑

午後１時３０時
～４時

e杉並文化フォーラム

－音楽と講演の集い－

　作家の曽野綾子さんによる、２１世紀への提言

と、演奏会をお楽しみください。（区共催）

　【日時】３月２０日¥午後３時開演（２時開場）

【会場】杉並公会堂（上荻１―２３―１５）【内容】

第一部＝演奏éロッシーニの主題による変奏

曲、カルメン幻想曲ほか（チェロ＝渡部玄一、バイオリン＝渡部基

一、ピアノ＝白石光隆）／第二部＝曽野綾子さんによる講演é２１世

紀への提言－『世界の中の日本』－【定員】１０８８名（全席指定）

【入場料】２０００円

　申し込みは、人数分の料金を添えて杉並文化村・渡辺（〒１６７‐

００３２天沼３‐１０‐２@３２２０‐００２１）へ。

◇区民１００名を無料招待

　申し込みは、往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）で、２月２５日（必

着）までに社会教育センタ―（〒１６６‐００１１梅里１‐２２‐３２）へ。申し

込み多数の場合は、抽選。

　問い合わせも、同センター@３３１７‐６６２１へ。

こんなときは１１０番こんなときは１１０番
ê ひったくりにあったとき、見たときê泥棒
などの被害にあったときê 喧嘩、交通事故な
どにあったとき、見たときê人の悲鳴を聞い
たときê不審な人を見たときê人が連れ去ら
れそうになったり、連れ去られるのを見たと
き
区内各警察署への相談は、杉並@３３１４‐０１１０
／荻窪@３３９７‐０１１０／高井戸@３３３２‐０１１０へ。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
つ

き
で
す
。

▲曽野綾子さん

▲渡部玄一さん ▲渡部基一さん ▲白石光隆さん
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家
族
介
護
教
室

◇
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家

　

【
日
時
】
２
月　

日
∫
午
後

２２

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
テ
ー

３０

３０

マ
】 
痴
呆 
高
齢
者
の
介
護
に
つ

ち
ほ
う

い
て
の
悩
み
、
想
い
【
会
場
】

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
（
上
井

草
３
―　

―　

@
３
３
９
４
‐

３３

１０

９
８
３
１
）
【
定
員
】
二
〇
名

程
度
【
参
加
費
】
無
料

◇
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

　

【
日
時
】
２
時　

日
ª
午
後

２３

２
時　

分
〜
４
時　

分
【
テ
ー

４５

４５

マ
】 
痴
呆 
高
齢
者
の
日
常
保
健

ち
ほ
う

管
理
【
会
場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ

あ
い
の
家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２

―
１
@
３
３
３
８
‐
８
６
３

０
）
【
定
員
】
二
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

◇
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
前

２４

　

時　

分
〜　

時
【
テ
ー
マ
】

１０

３０

１２

転
倒
予
防
に
つ
い
て
（
講
演
と

実
技
）【
会
場
】
永
福
ふ
れ
あ

い
の
家
（
永
福
２
―　

―　

@

１４

２０

３
３
２
７
‐
５
８
１
１
）【
定

員
】
三
〇
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
各
ふ
れ
あ
い
の
家

へ
。

※
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

�
　

い
ま
ど
き
の
子
ど
も
・
自
分

の
子
ど
も
が
わ
か
ら
な
い
と
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
の

表
情
・
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る
た
め
に
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
π
午
前

２８

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）【
講
師
】
こ
ど
も

２０
相
談
室
「
モ
モ
の
部
屋
」
カ
ウ

�
思
春
期
セ
ミ
ナ
ー

思
春
期
の
子
ど
も
と
の

つ
き
合
い
方

e

ン
セ
ラ
ー
・
内
田
良
子
さ
ん

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
【
定
員
】
四
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ 

ー
@
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

�
　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
高
円
寺
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　

）【
対
象
】
区
内
在
住
で
成

１５人
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方

【
参
加
費
】
無
料
【
定
員
】
三

〇
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ 

ー
@
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

�
高
脂
血
症
予
防
教
室

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

e

�

杉
並
区
職
員

　

【
職
種
】
作
業
療
法
＝
若
干

名
【
受
験
資
格
】
国
籍
を
問
わ

ず
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

３７

に
生
ま
れ
、
作
業
療
法
士
の
免

許
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
者

を
含
む
）
【
勤
務
場
所
】
区
立

福
祉
施
設
【
選
考
日
お
よ
び
会

場
】
３
月　

日
。
詳
細
は
申
し

１４

込
み
後
、
受
験
票
に
記
載
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
【
採
用
年
月

日
】
５
月
１
日

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

書
兼
履
歴
書
（
職
員
課
人
事
係

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
郵
送
＝
３
月
１
日

（
消
印
有
効
）
／
持
参
＝
３
月

２
日
ま
で
に
職
員
課
人
事
係

（
区
役
所
東
棟
五
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

高
齢
者
支
援
ワ
ー
カ
ー
嘱
託
員

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
１
日
か

ら
一
年
間
【
勤
務
場
所
】
高
齢

者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
敬
老

会
館
（
巡
回
）
【
資
格
条
件
】

福
祉
系
の
専
門
学
校
以
上
の
卒

業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
者
で　
５０

歳
以
下
の
方
【
勤
務
日
数
・
時

間
・
報
酬
】
月　

日
、
午
前
８

１６

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
月

３０

１５

〜
金
曜
日
）
年
に
五
回
程
度
、

土
曜
、
日
曜
勤
務
あ
り
。
月
額

一
五
万
円
以
上
（
年
齢
に
応
じ

て
加
算
あ
り
）【
募
集
人
員
】若

干
名【
そ
の
他
】社
会
保
険
、
交

通
費
支
給
、
有
給
休
暇
あ
り

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
（
写

真
付
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２１

に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
５
）へ
。申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
面
接
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

へ
。

e
ú
さ
ん
あ
い
公
社

◇
介
護
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
職
員

（
主
任
ヘ
ル
パ
ー
）

　

【
勤
務
内
容
】
介
護
保
険
登

録
ヘ
ル
パ
ー
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
指
揮
監
督
お
よ
び

訪
問
介
護
の
実
務
【
勤
務
時

間
】
原
則
と
し
て
、
月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
（
時
間
外
勤
務
、
ロ
ー

１５
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
土
曜
勤
務

と
臨
時
の
日
曜
・
祝
日
勤
務
あ

り
）
【
勤
務
条
件
】
月
給
＝
二

一
万
三
三
〇
〇
円
。
通
勤
手

当
、
扶
養
手
当
な
ど
の
各
種
手

当
、
賞
与
、
有
給
休
暇
あ
り

【
応
募
資
格
】
介
護
福
祉
士
ま

た
は
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
一

級
課
程
修
了
者
で
、
介
護
の
実

務
経
験
三
年
以
上
の　

歳
ま
で

４５

の
区
内
ま
た
は
近
隣
区
市
在
住

の
方
【
募
集
人
員
】
一
名
【
採

用
時
期
】
４
月
１
日

◇
介
護
保
険
登
録
ヘ
ル
パ
ー

　

【
勤
務
内
容
】
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
【
勤
務
時

間
】
週
二
〇
時
間
以
上
で
週
三

日
以
上
活
動
で
き
る
方
【
報

酬
】
時
給
一
五
〇
〇
円
【
応
募

資
格
】
区
内
在
住
で
介
護
福
祉

士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

級
課
程
以
上
修
了
者
で
、
介
護

の
実
務
経
験
一
年
以
上
の
方

（
３
月
１
日
現
在　

歳
未
満
）

６０

【
募
集
人
員
】
若
干
名
【
採
用

時
期
】
３
月
中

☆

　

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
履

歴
書
に
資
格
証
明
書
の
写
し
を

添
え
、
「
主
任
ヘ
ル
パ
ー
申
込

書
在
中
」
ま
た
は
「
登
録
ヘ
ル

パ
ー
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２３

に
ú
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉

１６

会
館
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
公
社
@

５
３
０
６
‐
３
１
３
５
へ
。

�
　

【
募
集
世
帯
】
一
世
帯
【
応

募
資
格
】
①
高
齢
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
が
あ
り
、
心
身
と
も

に
健
康
な　

歳
以
下
の
方
で
②

５０

Ａ
＝
保
健
婦
・
准
看
護
婦
・
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い

る
（
配
偶
者
で
も
可
）
、
ま
た

は
Ｂ
＝
世
帯
の
中
に
区
内
の
医

療
機
関
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設

に
勤
務
し
て
い
る
方
が
い
る
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
③
高
齢
者

住
宅
内
の
生
活
協
力
員
室
（
３

Ｄ
Ｋ
）
に
、
大
人
二
人
以
上
の

世
帯
で
住
む
こ
と
が
で
き
（
子

ど
も
の
い
る
方
も
可
）
④
世
帯

の
所
得
が
月
額
二
〇
万
円
以
上

の
方
【
業
務
内
容
】
入
居
者
に

対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
安
否

の
確
認
、
相
談
業
務
な
ど
を
行

い
ま
す
【
業
務
時
間
】
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
た
だ
し
、
緊
急
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
前
記
時
間
以

外
に
も
行
い
ま
す
）
【
業
務
開

始
日
】
４
月
中
旬
頃
【
休
日
】

土
曜
・
日
曜
日
【
報
酬
等
】
①

住
宅
（
特
定
目
的
借
上
公
共
賃

貸
住
宅
）
の
使
用
料
免
除
②
報

酬
月
額
一
〇
万
円

　

申
し
込
み
は
、
２
月　

日
２０

（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書
を

�
天
沼
み
ど
り
の
里

生
活
協
力
員

e

住
宅
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　

な
お
、
履
歴
書
は
お
返
し
い

た
し
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

�
　

【
勤
務
日
・
時
間
】
休
館
日

（
毎
月
第
三
月
曜
日
お
よ
び
年

末
年
始
）
を
除
く
月
一
二
日
程

度
、
昼
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
四
時
間
の
二
交
替
）
、

夜
間
＝
午
後
５
時
〜
９
時
【
勤

務
内
容
】
会
館
利
用
者
の
受
け

付
け
お
よ
び
電
話
対
応
な
ど

【
募
集
対
象
】
区
内
在
住
で
、

昼
間
＝
肢
体
不
自
由
の
方
で　
５０

歳
位
ま
で
の
方
、
夜
間
＝
健
常

者
で　

歳
か
ら　

歳
位
ま
で
の

６０

６５

方
【
募
集
人
員
】
若
干
名
【
時

給
】
昼
間
＝
八
二
〇
円
、
夜
間

＝
一
〇
四
〇
円
（
見
込
み
）

【
選
考
方
法
】
応
募
さ
れ
た
方

に
追
っ
て
連
絡
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に

昼
・
夜
の
別
も
書
い
て
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者

２８福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

４
―　

―
５
）
へ
。

１０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
へ
。

�
　

【
募
集
内
容
】
①
都
議
会
議

員
選
挙
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

（
標
語
）
お
よ
び
川
柳
（
字
数

は
記
号
な
ど
含
め
て
二
〇
字
以

内
）
②
若
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
斬
新
な
内
容
で
あ
る
こ
と
③

自
作
で
未
発
表
の
も
の
【
募
集

資
格
】
都
内
在
住
の
方
【
応
募

方
法
】
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
＝
一
枚
（
一
送
信
）

に
つ
き
作
品
一
点
と
住
所
、
氏

障
害
者
福
祉
会
館
受
付
員

 

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー（
標
語
）

 

・
川
柳

名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
都
選

２８
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
〒　
１６３

‐
８
０
０
１
新
宿
区
西
新
宿
２

―
８
―
１
@
５
３
２
０
‐
６
９

１
３
�
５
３
８
８
‐
１
７
５
０

Ｅ
メ
ー
ル
＝gonsan@

nsc.ntt

       
       
‐

itn.co.jp

         
）へ
。

※
都
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.senkyo.

        
 
 
         

m
etro.tokyo.jp

 
             

杉
並
区
奨
学
生

　

【
対
象
】
今
春
、
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
（
高
等
課
程
）
に
入
学
予
定

の
方
で
、
区
内
に
一
年
以
上
住

み
、
独
立
の
生
計
を
営
む
保
護

者
と
同
居
し
経
済
的
理
由
で
修

学
が
困
難
な
方
（
た
だ
し
、
他

か
ら
奨
学
金
を
受
け
る
方
を
除

く
）
【
金
額
】
▽
公
立
＝
月
額

一
万
七
〇
〇
〇
円
以
内
、
入
学

準
備
金
一
〇
万
円
以
内
▽
私
立

＝
月
額
二
万
九
〇
〇
〇
円
以

内
、
入
学
準
備
金
三
〇
万
円
以

内
／
い
ず
れ
も
無
利
子
【
返
還

方
法
】
卒
業
の
一
年
後
か
ら
一

〇
年
以
内
に
返
還【
申
込
期
限
】

３
月
９
日
ま
で
（
区
立
中
学
の

在
校
生
は
、
学
校
を
経
由
し
て

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
資

金
貸
付
係
へ
。

※
す
で
に
高
等
学
校
な
ど
に
在

学
中
の
方
は
、
随
時
、
月
額

奨
学
金
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

�
　

障
害
者
福
祉
会
館
で
は
、
利

用
者
の
募
集
を
下
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
通
所
が
困
難
な
方

は
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま

す
。

FAX

�
障
害
者
福
祉
会
館

生
活
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
・ 

 

在
宅
交
流
利
用
者

e

　

ま
た
、
各
種
相
談
（
地
域
生

活
や
自
立
、
就
労
、
進
路
、
医

療
・
保
健
な
ど
）
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
医
療
・
保
健

に
つ
い
て
は
、
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
館

（
表
中
）
へ
。

〈高脂血症予防教室〉
講　　師内　　容日　時

阿佐谷循環器医院
 ����� 院長　勝本慶一郎高脂血症と動脈硬化の話２月２７日∏

 ��� 午後２時～４時
úせんぽ東京高輪病院
 � 栄養管理室長　足立香代子

食生活の改善でコレステロール値、中性
脂肪を下げるには

３月１日∫
 ��� 午後２時～４時

センター職員

毎日の食事の中で実行できること（試食
あり）健診結果の見方と分析評価

　　５日∑
 � 午後１時３０分～４時

生活の中に運動を取入れてみましょう
（楽しくウォーキング）

　　１３日∏
 ��� 午前１０時～正午
※３月５日は最近の健診結果を持参し、１３日は運動しやすい服装でおいでください。

〈生活リハビリサービス・在宅交流利用者募集〉

申込み・問合せ対象者通所
日数

募集
人員募集内容

３月９日までに電話・フ
ァクスまたは来所で障
害者福祉会館（高井戸東
４‐１０‐５ @３３３２‐６１２１ 
FAX３３３５‐３５８１）へ
※各種相談は常時電話
や面接、訪問で応じます

身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手
帳をお持ちの方、または医師が必要と認める方で、
通所が可能な１８歳以上６５歳未満の区民

週
２日１０名機能訓練生活

リハビリ
サービス 病気やけがなどの後遺症により、言語機能に障害の

ある方で、通所が可能な１８歳以上６５歳未満の区民
週
１日

１０名言語訓練

心身に障害のある方で外出の機会が少なく、ゆった
りできる場を探している１８歳以上６５歳未満の区民(
原則として、介護保険の対象とならない方)

３０名在宅交流事業

掲示板

下水道局職員を装った下水道局職員を装った
営業活動にご注意！営業活動にご注意！

家庭を訪問し、下水道局との関連をほのめかしな
がら、宅地内排水設備の調査を行い、有料での清
掃を勧誘している業者がいますが、下水道局とは
一切関係ありません。ご注意ください。
　問い合わせは、東京都下水道局

西部第一管理事務所@３３６６‐６９５７へ。
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〈平成１２年度所得限度額表〉
児童育成手当ひとり親家庭等医療費助成児童扶養手当

扶養人数
本人配偶者

扶養義務者本人配偶者
扶養義務者

本人
Ｂ表Ａ表

３４８万１０００円２３６万円１５４万円２３６万円１５４万円４５万８０００円０人
３８６万１０００円２７４万円１９２万円２７４万円１９２万円９０万４０００円１人
４２４万１０００円３１２万円２３０万円３１２万円２３０万円１３２万６０００円２人
３８万円加算３８万円加算３８万円加算３８万円加算３８万円加算４２万２０００円加算１人増す毎に

（注）１.給与所得者の場合は、源泉徴収票の給与所得控除後の金額から手当で定める控除額を差し引いた
額。２.事業所得者の場合は、確定申告書の所得金額から手当で定める控除額を差し引いた額。３.児童扶養
手当＝Ａ表の方は月額４万２３７０円、Ｂ表の方は月額２万８３５０円を支給（２人目は５０００円を加算）。４.児童
育成手当＝月額１万３５００円を支給。５.扶養義務者＝申請者と同居の親・兄弟姉妹・１８歳以上の子ども。

　

区
の
資
源
回
収
で
は
、
素
材

や
中
身
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、

飲
食
料
品
以
外
の
び
ん
は
回
収

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

区
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の

㈱
資
生
堂
お
よ
び
化
粧
品
工
業

会
に
、
事
業
者
責
任
に
よ
る
化

粧
品
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
整
備
を
区
内
で
早
期
に
実
施

し
て
ほ
し
い
旨
を
要
請
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
じ
て
資
生
堂
、

化
粧
品
販
売
店
な
ど
が
環
境
配

慮
行
動
と
し
て
、
２
月　

日
か

２１

ら
「
販
売
店
の
店
頭
回
収
」
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

資
生
堂
の
化
粧
品
び
ん
に
限

り
、
資
生
堂
の
化
粧
品
を
扱
う

一
部
の
販
売
店
で
回
収
を
行
い

ま
す
。
回
収
協
力
店
に
は
ス
テ

ッ
カ
ー
（
左
図
）
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

向
け
た
企
業
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
係
へ
。

化化
粧粧
品品
びび
んん（（
資資
生生
堂堂
））のの
回回
収収
がが
始始
まま
りり
まま
すす

◯老
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

１
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
法

が
改
正
さ
れ
、
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
際
の
一
部
負
担
金
（
自

己
負
担
額
）
が
原
則
定
率
一
割

に
な
り
ま
し
た
。
入
院
時
の
上

限
は
、
同
じ
月
に
同
一
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合
で
、
一
カ

月
三
万
七
二
〇
〇
円
で
す
。

◇
入
院
時
の
自
己
負
担
額
が
減

額
さ
れ
ま
す

　

区
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
属

す
る
方
は
、
入
院
時
の
一
部
負

担
金
の
上
限
が
一
カ
月
二
万
四

六
〇
〇
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
入
院
時
の
食
事
代

も
一
日
七
八
〇
円
か
ら
六
五
〇

円
（
九
一
日
以
上
入
院
の
と
き

は
五
〇
〇
円
）
に
な
り
ま
す
。

減
額
さ
れ
る
の
は
、
申
請
し
た

月
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
入
院
時
食

事
療
養
費
標
準
負
担
額
減
額
・

入
院
時
一
部
負
担
金
の
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
１
月
１
日
以
降
も
そ
の
ま

ま
認
定
証
が
使
え
ま
す
の
で
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
医

療
係
へ
。

�◇
児
童
育
成
手
当
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
（
○親
 

医

療
証
）

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

▽
対
象
要
件

　

年
齢
が　

歳
に
な
っ
た
日
以

１８

後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で

３１

（
◯親
 

医
療
証
に
つ
い
て
は
中
度

以
上
の
障
害
の
あ
る
方
は　

歳
２０

未
満
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
あ
る
児
童

①
父
母
が
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る
②

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
③
父

ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

ご
存
じ
で
す
か

児
童
育
成
手
当
・
児
童
扶

養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
制
度

る
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手

帳
の
二
級
以
上
）
④
父
ま
た
は

母
が
生
死
不
明
⑤
父
ま
た
は
母

に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦

父
が
い
な
い
（
婚
姻
に
よ
ら
な

い
母
か
ら
出
生
し
、
父
と
生
計

を
異
に
し
て
い
る
）

◇
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

児
童
を
養
育
し
て
い
て
、
公
的

年
金
等
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

▽
対
象
要
件

　

年
齢
が　

歳
に
な
っ
た
日
以

１８

後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で

３１

（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
方

は　

歳
未
満
）
で
、
次
の
い
ず

２０
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童

　

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生

計
を
異
に
し
て
い
る
②
父
が
死

亡
し
て
い
る
③
父
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
④
父
が
生
死
不
明
⑤

父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
父
が
い

な
い
（
婚
姻
に
よ
ら
な
い
母
か

ら
出
生
し
、
父
と
生
計
を
異
に

し
て
い
る
）

☆

　

い
ず
れ
も
、
所
得
制
限
が
あ

り
、
今
年
度
は
左
上
表
の
と
お

り
で
す
。
手
当
は
、
申
請
の
翌

月
分
か
ら
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
か
ら
五
年
を

過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、児
童
課
へ
。

お
も
ち
ゃ
病
院

　

【
日
時
】
２
月　

日
∫
午
前

２２

　

時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
正

１０午
ま
で
）
【
会
場
】
高
円
寺
南

児
童
館
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　

）
【
内
容
】
家
庭
に
あ
る
壊

１５れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
【
定

員
】
二
〇
名
（
先
着
順
）
【
費

用
】
実
費
が
か
か
る
場
合
あ
り

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
２
月　

日
か
ら
電
話
で
同

１４

児
童
館
@
３
３
１
５
‐
１
８
６

６
へ
。

�
　

老
人
医
療
費
は
、
本
人
が
病

院
な
ど
で
支
払
っ
た
一
部
負
担

金
の
ほ
か
に
、
み
な
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
拠
出

金
、
国
・
都
・
杉
並
区
の
公
費

負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
区
の
老
人
医
療
費

１１
は
、
約
四
五
二
億
円
で
、
一
日

当
た
り
で
は
一
億
二
三
〇
〇
万

円
を
超
え
、
一
人
当
た
り
に
な

お
す
と
年
間
約
七
八
万
円
に
な

り
ま
す
。
介
護
保
険
が
始
ま
っ

た　

年
度
（
右
下
表
）
も
医
療

１２
費
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
に

み
ん
な
で
さ
さ
え
る

 

老
人
医
療
費

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

区
の
老
人
医
療
受
給
者
数
は

約
五
万
九
〇
〇
〇
人
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
か
か
り
つ
け

医
を
も
ち
、
病
気
の
予
防
や
上

手
な
受
診
を
心
が
け
、
医
療
費

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
医

療
係
へ
。

�
　

４
月
の
事
前
協
議
受
付
分
か

ら
、
助
成
金
の
額
が
一
部
改
定

に
な
り
ま
す
。

　

隅
切
り
奨
励
金
が
五
〇
万
円

か
ら
三
〇
万
円
に
、
塀
な
ど
の

除
却
費
助
成
金
が
一
ｍ
に
つ
き

九
〇
〇
〇
円
か
ら
五
〇
〇
〇
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定
に
な
り
ま

す
。

　

隅
切
り
奨
励
金
の
改
定
は
、

現
在
の
路
線
価
格
を
基
準
に
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
道
路

整
備
課
へ
。

�
　

３
月
末
日
を
も
っ
て
、
中
小

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備 

助
成
金
の
改
定
に
つ
い
て

�
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

金
融
取
引
安
定
化
特
別

保
証
制
度
が
終
了
し
ま
す

e

企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制

度
の
申
し
込
み
取
扱
期
間
が
終

了
い
た
し
ま
す
。
３
月　

日
午

３０

後
３
時
（
必
着
）
ま
で
に
保
証

協
会
窓
口
で
受
け
付
け
が
完
了

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

金
融
機
関
な
ど
を
経
由
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、

日
数
に
余
裕
を
持
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
認
定

書
を
取
得
す
る
に
は
、
①
認
定

申
請
書
二
通（
実
印
の
押
印
）②

確
定
申
告
書（
控
え
の
コ
ピ
ー
）

③
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿

謄
本
（
取
得
後
三
カ
月
以
内
）

の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
商
工
係
へ
。

労
働
相
談

　

勤
労
福
祉
会
館
で
月
一
回
行

っ
て
い
た
都
新
宿
労
政
事
務
所

に
よ
る
出
張
相
談
は
、
３
月
の

相
談
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

【
今
後
の
相
談
日
】
２
月　
２２

日
∫
、
３
月　

日
∫
の
午
後
１

２２

時
〜
４
時
【
相
談
内
容
】
労
働

条
件
・
労
働
相
談
な
ど
（
電
話

で
の
相
談
も
可
）

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
勤
労

福
祉
会
館
@
３
３
０
１
‐
０
８

１
１
へ
。

※
な
お
、
新
宿
労
政
事
務
所

（
@
３
２
０
３
‐
６
１
１

０
、
３
２
０
４
‐
８
１
１

０
）
で
は
随
時
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
に
早
く
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
気

が
つ
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

e
子
ど
も
の
よ
う
す

▽
顔
や
腕
、
足
な
ど
に
あ
ざ

や
や
け
ど
な
ど
の
傷
が
よ
く

み
ら
れ
る
▽
家
に
帰
り
た
が

ら
な
い
。よ
く
家
出
を
す
る
。

夜
に
な
っ
て
も
外
で
ひ
と
り

で
遊
ん
で
い
る
▽
表
情
が
な

ん
と
な
く
暗
い
。
無
表
情
で

あ
る
▽
衣
服
や
身
体
が
非
常

に
不
潔
で
あ
る
。
季
節
に
合

わ
な
い
服
装
を
し
て
い
る
▽

お
な
か
を
よ
く
空
か
せ
て
い

て
、
与
え
る
と
が
つ
が
つ
と

食
べ
る
。
ま
た
は
食
欲
が
な

さ
す
ぎ
る
▽
傷
や
家
族
の
こ

と
を
聞
い
て
も
答
え
な
か
っ

た
り
、
不
自
然
な
答
え
だ
っ

た
り
す
る
▽
性
的
な
こ
と
に

過
度
に
反
応
し
た
り
、
不
安

を
示
し
た
り
す
る　

e
親
や
家
族
の
よ
う
す　

▽
毎
日
の
よ
う
に
子
ど
も
を

長
時
間
に
わ
た
っ
て
泣
か
せ

て
い
る
▽
子
ど
も
だ
け
置
い

て
出
か
け
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
▽
親
が
大
声
で
子
ど
も
を

怒
鳴
っ
た
り
、
た
た
い
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

▽
育
て
に
く
さ
を
日
ご
ろ
か

ら
よ
く
話
し
て
い
て
、
子
ど

も
に
対
し
て
拒
否
的
な
言
葉

や
態
度
が
多
い
▽
地
域
の
中

で
孤
立
し
て
い
る
▽
親
に
ア

ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
の
問

題
、
精
神
的
、
性
格
的
な
問

題
が
あ
る

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
度
々

み
ら
れ
る
場
合
は
、
ゆ
う
ラ

イ
ン
（
児
童
青
少
年
セ
ン
タ

ー
）
@
３
３
９
３
‐
４
７
１

１
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
一
回
区
議
会
定
例
会

は
、
２
月　

日
∏
か
ら
開
会

２０

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
定

例
会
は
、
主
に　

年
度
の
予

１３

算
案
を
中
心
に
審
査
を
行
い

ま
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員

会
は
、
定
員
の
範
囲
内
で
ど

な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き

ま
す
（
手
話
通
訳
も
あ
り
ま

す
）
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
区
議
会
事
務
局
へ
。

※
区
議
会
の
日
程
は
、
２
月

　

日
以
降
に
お
問
い
合
わ

１３せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手

話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
希
望
日
の
四
日
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※調剤の自己負担金は特例措置により免除�
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０� ２５� ５０� ７５� １００�
億円�

拠出金と公費�

調剤�

外来�

入院�

自己負担分�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

子
ど
も
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て
！

―「
子
ど
も
虐
待
」の
発
見
と
防
止
の
た
め
に

その２

�★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

刃
物
と
ぎ

　

【
受
付
日
時
】
月
曜
〜
金
曜

日
（
祝
祭
日
、　

月　

日
〜
１

１２

２９

月
３
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
【
受
付
場
所
】
①
杉

並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

情 報

本
部
事
務
局
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
７
）
②
同
セ
ン
タ
ー
荻
窪

１６分
室
（
荻
窪
２
―　

―
３
シ
ル

２９

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
二
階
）

【
費
用
】
刃
物
の
種
類
や
程
度

に
よ
り
一
本
四
〇
〇
円
か
ら

【
申
込
み
】
直
接
①
ま
た
は
②

の
受
付
場
所
へ
（
刃
物
は
一
〇

日
程
度
お
預
か
り
し
ま
す
）

【
問
合
せ
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
本
部
事
務
局
@
３
３
１

７
‐
２
２
１
７
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希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
図
書
コ

ー
ナ
ー
は
、　

日
午
後
３
時

１８

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

�
　

講
習
修
了
者
は
、
講
習
後
修

了
証
を
取
得
し
、
同
セ
ン
タ
ー

の
ビ
デ
オ
編
集
室
を
使
用
で
き

ま
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
º
・　

１７

１８

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

【
内
容
】　

日
＝
総
合
講
座
／

１７

　

日
＝
編
集
機
器
操
作
実
習

１８【
講
師
】
林
源
雄
さ
ん
【
定

員
】
一
五
名
（
二
日
間
と
も
参

加
で
き
る
方
）
【
参
加
費
】
無

料
　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

�
　

集
中
豪
雨
に
備
え
て
掘
り
進

め
ら
れ
て
い
た
、
地
下　

m
の

５０

巨
大
ト
ン
ネ
ル
調
節
池
が
で
き

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
て

ら
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
∫
午
後

２２

１
時
〜
４
時
【
集
合
場
所
】
同

セ
ン
タ
ー
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１２

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

��
　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
後

１７

ビ
デ
オ
編
集
機
器
使
用

講
習
会 
（
ア
ナ
ロ
グ
用
）

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る

神
田
川
環
七
地
下
調
節
池

（
神
田
川
取
水
施
設
）見
学
会

e下
高
井
戸
区
民
集
会
所

�
土
曜
日
の
音
楽
会

 

弦
楽
四
重
奏
の
夕
べ

e

６
時　

分
開
演
【
出
演
】
第
一

３０

バ
イ
オ
リ
ン
＝
後
藤
し
の
／
第

二
バ
イ
オ
リ
ン
＝
田
内
彰
／
ビ

オ
ラ
＝
小
川
学
／
チ
ェ
ロ
＝
風

見
章
【
定
員
】
八
〇
名
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
５
月
以
降
の
出
演
者
を
募
集

中
で
す
。
詳
し
く
は
、
同
集

会
所
へ
。

��
　

【
日
時
】
３
月
６
日
∏
午
前

　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０行
）
【
集
合
場
所
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
コ
ー
ス
】
防
災
備
蓄
倉
庫

（
蚕
糸
の
森
公
園
内
）
↓
応
急

給
水
槽
↓
区
清
掃
事
業
所
↓
長

龍
寺
↓
宗
泰
院
↓
松
応
寺
↓
西

照
寺
↓
高
円
寺
（
全
行
程
二

‹
）
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
無
料　

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

家
族
は
連
記
可
）
で
、
２
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る
係

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

※
弁
当
は
、
各
自
持
参
。

�
　

当
セ
ン
タ
ー
図
書
部
で
は
、

子
ど
も
の
本
の
「
よ
み
き
か

せ
」
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
グ
ル
ー
プ
名
、
代
表
者
氏

名
、
連
絡
先
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
２
月　

日
ま
で
に
同
セ

２８

ン
タ
ー
図
書
部
へ
。

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る

み
た
い
・
き
き
た
い
・

 
ま
な
び
た
い
・
パ
ー
ト
３

eよ
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
募
集

��
　

公
募
に
よ
る
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
皆
さ
ん
の
絵
画
・

彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
特
別
展
と
し

て
、
杉
並
区
知
的
障
害
者
育
成

会
「
親
子
工
芸
教
室
」
有
志
に

よ
る
手
織
り
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。　

　

【
日
時
】
３
月
３
日
º
・
４

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�
　
　

世
紀
を
迎
え
て
、
世
界
は

２１
も
の
す
ご
い
早
さ
で
変
化
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
国
際
社
会
で

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
べ
き

か
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月 　

日
º
午
後

１７

２
時
〜
３
時　

分
（
１
時
開

３０

場
）
【
講
師
】
国
際
評
論
家
・

渡
辺
修
さ
ん
【
定
員
】
九
〇
名

（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�� 荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

美
術
展

�
講
演
会

　

世
紀
の
世
界
と
日
本

２１―
国
際
問
題
の
う
ら
・
お
も
て

e西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
一
年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

【
日
時
】
３
月
３
日
º
・
４

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

【
内
容
】
３
日
＝
ジ
ャ
ズ
・
ポ

ッ
プ
ス
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
女
流
和

太
鼓
、
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
／
４
日

＝
落
語
、
獅
子
舞
／
３
日
・
４

日
＝
作
品
展
示
、
模
擬
店
な
ど

【
出
演
】
３
日
＝
小
田
陽
子
、

女
流
和
太
鼓
紅
組
、
ハ
ッ
ピ
ー

ゴ
リ
ラ
４
日
＝
柳
亭
痴
楽
、
大

宮
前
郷
土
芸
能
保
存
会
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

��
　

【
日
時
】
３
月　

日
∂
午
前

２５

　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０行
）
【
コ
ー
ス
】
八
成
区
民
集

会
所
（
集
合
）
↓
井
草
地
蔵
尊

↓
井
草
庚
申
堂
↓
育
英
高
専
↓

（
昼
食
）
↓
カ
ト
リ
ッ
ク
下
井

草
教
会
↓
八
成
稲
荷
↓
三
峯
神

社
↓
正
保
稲
荷
↓
井
草
観
音
堂

↓
八
成
区
民
集
会
所
（
解
散
・

全
行
程
三
‹
）
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
。

家
族
は
二
名
ま
で
連
記
可
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

�
井
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る

わ
が
ま
ち
の
散
歩
道
―

 
八
成
の
い
ま
と
む
か
し

e

〈２～４月の各種教室〉
申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

２月２５日１０００円
（１組１回分）

３月３日、４月７日
午前１０時３０分～午後０時３０分

２人でクッキングø～お父さん、お母さんと一緒にひなまつりのオム
レツ等を作りましょう（全２回）／加藤環江・大谷忍 �� （親子１２組）

３月１０日１２００円
（３回分）

３月２１日、４月１９日、５月２４日
 ����������� 午後

ハーブガーデン入門～ハーブの育て方と利用法。暮らしに活かすハー
ブの効用と楽しみ方（全３回）／南雲今日子　　　　　　　　　（３０）

３月１０日３５００円３月２４日　　　　　　正午～テーブルマナー体験教室～フランス料理のコースを楽しみながらマナ
ーの勉強を（会場＝京橋のレストラン）／明永正範 ������ （３０）

　　無料３月３・１０・１７日
　　午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～お子さんと一緒にいらしてください。素晴らしい話
に心なごむひとときです／おはなしのグループ　　　　　　　　（１５）

e高円寺地域区民センター

２月２８日無料３月１６・２３日　　　　　午後杉並を知ろう～古文書にみる江戸期杉並の生活あれこれ／井口昭英（４０）

２月２５日保険料８０円３月９・１６・２３・３０日
午後１時～３時

気功・太極拳入門～心もからだもゆったりと／日本健康太極拳協会師
範・吉田靖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

e阿佐谷地域区民センター

２月２５日毎回２０円
（保険料）３月５・１２・１９日　　　午前ヘルシー 自彊術  ～３１の運動で身も心もかるがると／熊谷一昭 � （２５）

じきょうじゅつ

２月２８日保険料２０円３月１４日　　　　　　　　　
午後６時～８時

トレーニング機器講習会～講習会修了証発行（阿佐谷地域区民センタ
ー限定）／高橋正子　　　　　　　　　　　　　　（高校生以上・６）

　無料２月１７日 �� 午後２時～３時
３月３日 �� 午後２時～　　

土ようえほんとおはなしの会～３月３日はひなまつりスペシャルです
／よみきかせボランティアグループ ���������� （参加自由）

２月２８日
４５００円（テキ
スト・パソコ
ン使用料）

３月１５～１７日
A午前９時３０分～午後０時３０
分B１時３０分～４時３０分

パソコン体験講座～基本操作からインターネット、Ｅメール疑似体験
までA一般B６０歳以上／富士通専任講師 ���������� （各２０）

２月２８日３０００円３月１７・２４日
午前

四川料理～シェフに習う中国料理こつのこつ・家でつくれるプロの味
！／赤羽基幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）

２月２８日１３００円３月２３日　　　　　　　午後ラッピング～ワンランク上のオリジナルプレゼント・心も包んで贈り
ましょう／加藤准子 �������������������� （２５）

e荻窪地域区民センター

　無料※３月１１日 �� 午後２時～４時
　　　　（３時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／中村嘉彦・中村昭
 �������������������������� （参加自由）

e井草地域区民センター

　無料※２月２４日、３月１０日
 ��� 午後（３時受付修了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／松尾達也ほか　　
 �������������������������� （参加自由）

２月２０日８０円
（保険料・一括）

３月４・１１・１８・２５日
午前

初心者卓球教室～みんなで卓球を楽しみながら上手になろう（室内靴
持参）／横尾文代 ���������� （小学３年～中学３年生・２０）

２月２０日毎回２０円
（保険料）

３月１７・１８日
午前

ヘルシートレーニング講座～トレーニング機器を使っての２日間コー
ス（中学生は成人の同伴が必要）／金森伸子　　　　　　　　　（１０）

２月２３日無料３月７日
午前

絵手紙体験教室～春の訪れを絵手紙に託してみませんか。すぎのき・
けやき生活園の方々と一緒に（筆、割りばし持参）／白石映子　（２５）

３月２５日無料４月１３・２０・２７日、５月１１日
午前

写真入門～コンパクトカメラを使って、カメラの構え方、風景写真の
コツなどを学びます（カメラ、筆記用具持参）／橋本一男　　　（２５）

e高井戸地域区民センター

３月５日２５００円４月９・２３日、５月１４・２８日
午前

スイスのトールペイント～ハンガーとポケットティッシュボックスに
絵をつけましょう／吉澤道子　　　　　　　　　　（初心者対象・２４）

２月２８日２０円
（保険料）

３月９日
 ������ 午後６時～８時

トレーニング機器講習会～当センターのトレーニング室を使用するた
めの事前講習会（写真２.５×３⁄持参）／永井加代子 � （１６歳以上・１０）

　無料３月３・１０・１７・２４日
午後２時～３時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手あそび・工作など／ムーミン母
親クラブ・バンビ文庫・ロバの会・杉並子どもの本の会 ����� （参加自由）
e上高井戸区民集会所

３月２０日２０００円４月３・１７日、５月１・１５日
午後

簡単でおいしいケーキ作り～お子さんのおやつにママの手作りケーキ
を。そしてお友達とはすてきなティータイム／中沢康子　　　　（１５）

（注）１．１回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。２．※は、実費がかかる場合があります。

�
　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
２
〜
４
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

（
材
料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自

己
負
担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必

着
）
ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

e
２
〜
４
月
の
各
種
教
室

��
　

「
輝
け
、
ぼ
く
た
ち
わ
た
し

た
ち
二
〇
〇
一
年
」
を
合
い
言

葉
に
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
∂
午
前

１８

　

時
〜
午
後
３
時
【
内
容
】
ス

１０タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
試

食
、
も
ち
つ
き
、
お
は
な
し

会
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
、
交
通
安

全
指
人
形
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
模
擬
店
、

児
童
・
園
児
作
品
展
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

創
立　

周
年
記
念

１０

こ
ど
も
ま
つ
り

 
―
み
ん
な
で
あ
そ
び
に
お
い
で
よ
！

このコーナーでは、各地域の集会施設運営協議会
が企画した講座や、委員の皆さんが取材したまち
の話題を中心に、地域の情報をお届けします。

▲柳亭痴楽さん ▲小田陽子さん
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1”第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32”第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21”第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17”第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22”第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13”第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2”第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5”第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5”第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20”第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20”第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10”第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2”第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23”第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18”第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8”第１・第３水曜日

歓
声
が
ひ
と
き
わ
高
く
ひ
び

き
ま
し
た
。

　

温
か
い
お
し
る
こ
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り
、
今
年
の
無
病

息
災
を
願
う
思
い
を
抱
き
、

ど
ん
ど
や
き
の
炎
を
み
つ
め

る
地
域
の
人
々
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

（
井
草
地
域
施
設
運
営
協
議

会
）

　

ど
ん
ど
や
き
は
、
災
厄
を

清
め
、
そ
の
年
の
無
病
息
災

を
願
う
、
正
月
の
伝
統
の
行

事
で
す
。

　

新
世
紀
の
新
春
を
迎
え
た

１
月　

日
に
、
区
立
八
成
小

１３

学
校
校
庭
で
恒
例
の
「
第
二

三
回
井
草
ど
ん
ど
や
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
町
会
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
館
、
生
活
園

な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
月
の
松
の
う
ち
が
終
わ

る
と
、
子
供
た
ち
が
リ
ヤ
カ

ー
を
引
い
て
町
内
を
廻
り
、

松
か
ざ
り
、
し
め
な
わ
、
門

松
な
ど
を
集
め
ま
す
。
近
く

の
す
ぎ
の
き
生
活
園
、
け
や

き
生
活
園
の
園
生
た
ち
も
協

力
し
ま
す
。

　

校
庭
の
ま
ん
中
に
子
供
た

ち
が
集
め
た 
門
松 
や
お
飾
り

か
ど
ま
つ

な
ど
が
う
ず
高
く
積
み
あ
げ

ら
れ
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ

う
に
井
草
囃
子
の
舞
台
、
古

老
の
方
が
作
っ
た
凧
や
独

楽
、
古
い
民
具
な
ど
の
展

示
、お
し
る
こ
の
ふ
る
ま
い
、

校
庭
の
一
隅
に
は
赤
い
消
防

車
が
待
機
し
て
お
り
、
千
人

を
越
す
子
供
た
ち
や
地
域
の

人
た
ち
が
ど
ん
ど
や
き
の
山

を
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
を
ね
り
歩
い
て
き
た

子
供
神
輿
の
入
場
、
井
草

囃 
子

    

、
太
鼓
の
音
が
会
場
を

ば
や
し

も
り
あ
げ
、
子
供
実
行
委
員

の
開
会
宣
言
、
点
火
式
と
続

き
ま
す
。

　

点
火
さ
れ
る
と
竹
の
は
じ

け
る
音
や
爆
竹
の
音
と
と
も

に
、
炎
と
煙
が
天
高
く
舞
い

あ
が
り
ま
す
。

　

張
り
子
の
大
蛇
や
獅
子
舞

の
練
り
歩
き
、
大
勢
の
子
供

や
親
た
ち
、
地
域
の
人
々
の

井草どんどやき井草どんどやき

ë
お
か
ざ
り
を
集
め
て
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち

　

徳
川
家
康
は
幕
府
を
開
く

に
当
た
っ
て
、
江
戸
日
本
橋

を
起
点
と
す
る
五
街
道
に
宿

場
制
度
を
定
め
た
。
各
街
道

ご
と
に
一
里
塚
を
造
り
、
道

路
を
広
げ
三
〜
四
里
ご
と
に

宿
場
を
定
め
た
。
宿
場
に
は

旅
籠
屋
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ

な
商
品
の
市
が
立
ち
、
茶
店

な
ど
が
店
を
開
い
て
い
た
ら

し
い
。

　

甲
州
街
道
は
、
明
治
以
前

は
甲
州
道
中
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
江
戸
城
と
甲
府
城
を
結

ぶ
緊
急
避
難
通
路
と
し
て
整

備
さ
れ
、
沿
道
の
大
久
保
に

鉄
砲
百
人
隊
を
、
八
王
子
に

は
千
人
同
心
を
配
置
し
、
甲

府
城
へ
は
直
参
旗
本
を
交
代

で
勤
務
さ
せ
、
東
海
道
、
中

山
道
、
奥
州
街
道
な
ど
と
同

じ
く
五
街
道
の
ひ
と
つ
と
し

て
指
定
し
、
道
中
奉
行
が
取

り
締
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

宿
場
に
は
問
屋
を
置
き
、

問
屋
に
は
人
や
荷
物
を
運
ぶ

一
定
の
馬
と
人
足
を
常
備
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
、
そ
の

代
わ
り
に
い
ろ
い
ろ
な
特
権

を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。

　

一
定
の
馬
や
人
足
を
「
定

囲
（
じ
ょ
う
が
い
）
」
と
呼

び
、
宿
場
の
定
囲
で
不
足
す

る
場
合
は
、
近
在
の
農
村
か

ら
人
馬
を
徴
発
し
て
補
っ

た
。
こ
れ
を
「
助
郷
」
と
呼

ん
で
い
る
。
助
郷
人
足
に
出

る
の
は
、
壮
年
や
若
者
で
あ

り
、
ど
ん
な
に
忙
し
い
農
繁

期
で
あ
っ
て
も
随
時
徴
発
さ

れ
、
応
じ
な
い
場
合
は
金
銭

を
上
納
さ
せ
た
の
で
、
近
く

の
村
民
た
ち
の
負
担
は
大
変

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
旅
人
の

多
い
他
の
街
道
の
宿
場
問
屋

は
助
郷
制
度
に
よ
り
裕
福
に

な
っ
た
が
、
甲
州
街
道
の
よ

う
に
旅
人
が
少
な
い
の
に
、

甲
州
勤
番
の
旗
本
の
公
用
荷

物
運
搬
ば
か
り
多
い
街
道

は
、
問
屋
の
経
営
も
困
難
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

江
戸
か
ら
の
甲
州
街
道
の

最
初
の
宿
が
高
井
戸
宿
で
、

下
高
井
戸
宿
が
月
の
一
五
日

ま
で
、
上
高

井
戸
宿
が
一

六
日
以
降
の

問
屋
役
を
務

め
て
い
た
と

聞
い
て
い

る
。
当
時
は

両
宿
で
旅
籠

が
二
四
軒
も

あ
り
、
商
店

が
建
ち
並

び
、
定
期
的

に
市
が
開
か

れ
一
応
は
繁

盛
し
た
ら
し

い
が
、
元
禄
時
代
に
内
藤
新

宿
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
遊

郭
な
ど
の
遊
び
場
の
あ
る
内

藤
新
宿
に
客
を
奪
わ
れ
、
高

井
戸
宿
は
火
の
消
え
た
よ
う

に
さ
び
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
。

　

い
ま
甲
州
街
道
の
高
井
戸

宿
の
面
影
を
探
そ
う
と
し
て

も
ほ
と
ん
ど
何
も
な
い
。
民

家
に
残
る
助
郷
の
協
議
の
記

録
、
上
高
井
戸
郵
便
局
近
く

の
石
の
道
標
、
旅
籠
の
本
陣

で
あ
っ
た
武
蔵
屋
の
お
墓
ぐ

ら
い
で
、
道
祖
神
や
馬
頭
観

世
音
な
ど
の
石
仏
も
道
路
改

修
の
た
び
に
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
昔
は
野
道
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
路
地
な
ど
を
歩
い

て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

に
高
井
戸
宿
と
刻
ま
れ
た
庚

申
様
の
石
塔
が
建
っ
て
い
た

り
、
野
地
蔵
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
る
。

　

忙
し
い
毎
日
の
一
時
を
、

高
井
戸
宿
近
辺
を
ゆ
っ
く
り

と
散
歩
し
て
い
る
と
、
昔
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
よ
う

な
静
か
な
時
間
と
、
場
所
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
老
に
聞
く
と
、
こ
の
地
域

に
は
「
油
屋
」
、
「
つ
た

屋
」
、
「
鍛
冶
屋
」
、
「
三

田
屋
」
、
「
巴
屋
」
な
ど
と

い
う
屋
号
を
持
っ
た
旧
家
が

あ
っ
た
と
い
う
。
探
せ
ば
、

高
井
戸
宿
に
は
多
く
の
古
い

歴
史
が
潜
ん
で
い
る
に
違
い

な
い
。

（
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
）

高
井
戸
の
宿
場
町
跡
を
訪
ね
る

地域のみんなが後押し
　寒さなんか吹き飛ばせ、とばかりに子どもたちが初春の善福寺公園を快走しま

した。この地域で毎年行われている正月マラソンも今年で２５回目。池が凍るほど

の冷え込みにもかかわらず、小学生１３６人が参加し、多くの地域の人たちが応援に

駆けつけました―１月１４日、写す。
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▲現在の甲州街道高井戸付近
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環
境
方
針
、
環
境
目
的
お
よ
び
環
境
目
標
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。 

　
　
 
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全
課
計
画
係
へ
。

〈ＩＳＯ１４００１の「環境方針」を達成するための主な「環境目的・環境目標」（案）〉

環境目標環境目的

○１７年度までに１１年度に対して、電気１０％、ガス５％、水道１０％、用紙
２０％、ガソリン１０％、それぞれ使用量を削減する  　　

省資源・省
エネルギー
の推進

○庁有車の低公害車率を１７年度までに６５％とする。ごみ収集車について
は、同年度までに１００％ＬＰＧまたは天然ガス車とする○区役所への物品
納入時における低公害車の使用を働きかける

大気汚染の
防止

○ダイオキシン発生防止のため、１７年度までに小型焼却炉を３００基回収す
る○フロン使用機器は適切に管理し、廃棄時には適切に処理する。新規に
は、特定フロンを使用しない機器を導入する

化学物質の
適正管理

○環境に配慮した物品を購入し、１７年度までに適用率を１００％とするグリーン購
入の推進

○建設機械は、排出ガス対策型及び低騒音・低振動型を使用する○建築工
事の型枠について、１７年度までに非熱帯材使用量を９０％にする

環境に配慮
した公共工
事の実施

○区役所からの廃棄物を、１７年度までに１１年度に対して２０％削減する○ペ
ットボトルの回収拠点を、１５年度までに４００箇所設置し、順次拡大してい
く○事業者に対して、プラスチック容器使用抑制を働きかける○建設副産
物を削減するため、１７年度までにアスファルト塊・コンクリート塊は
９５％、建設発生木材は７０％、建設発生土は土木工事１００％、建築工事７０％
のリサイクル率を達成する

ごみの発生
抑制・リサ
イクルの推
進

○１３年度中に保護樹木１９００本、保護樹林６７ha、保護生け垣６０００ｍを指定
し、保全していく○区民による地域緑化ボランティアを組織するため、
（仮称）みどりのリーダー制度を創設・運営する○区民がみどりの中で憩
え、都市景観や防災性の向上を図るため、地域公園を整備する

みどりの
保全

○水辺広場を整備するための調査研究を行う○湧水を保全するための調査
研究を行う水辺の創出

○区民主体のまちづくりを推進するため、（仮称）まちづくり条例を制定
する○まちなみづくりに貢献している建物等を選定し、「まちデザイン
賞」として表彰する

景観の保全

○水循環や総合治水対策の一環として、毎年度５０戸の民間施設に、雨水浸
透施設の助成を実施する○区道等の透水性舗装を１４年度までに毎年度６３００
fl、１７年度までに毎年度７８００fl実施する

雨水流出抑
制対策

○環境美化を含む環境配慮行動に取組む区民・事業者をエコスタッフとし
て、区と協働して環境配慮行動を定着させていくため、１７年度までに５０００
人を登録する○区民の環境配慮行動に対して、表彰制度を実施する

区民・事業
者と行政の
協働

※「環境目的・環境目標」は全部で５２項目を定めていますが、ここでは主なものを掲載
しています。

�

e都民体育大会予選会
◇バドミントン
　【日時】３月２０日¥・２５日∂午前９時～午後９時【会場】岩崎通信機体育館（久我
山１‐５‐１）【種目】男子・女子ダブルス【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加
費】１組３０００円を郵便振替で「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」あて入金
【申込み】申込書（各体育施設にあります）に必要事項を書いて、郵便振替受領
書の写しを添え、３月５日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５
成田東４‐３８‐２０）へ【問合せ】同連盟・宇田川@３３１３‐８５５１（午前１１時～午後６時）
◇卓球
　【日時】３月２５日∂午前９時～午後９時【会場】上井草スポーツセンター（上井草３
‐３４‐１）【種目】男子シングルス＝一般・３０歳代・４０歳代・５０歳代・６０歳代、女子シン
グルス＝一般・３５歳以上・４５歳以上・５５歳以上、男子・女子ダブルス【対象】区内
在住・在勤・在学か東京卓球連盟に加盟していて本拠地が杉並にあるクラブのメ
ンバー【参加費】シングルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス１組１２００円【申込
み】住所、氏名、年齢、性別、希望種目、所属チームを書いて、参加費（切手、定
額小為替、現金書留）を同封の上、３月１４日（必着）までに区卓球連盟事務局（〒１６６‐
０００４阿佐谷南１‐７‐１タマス内）へ【問合せ】同連盟・大沼@３３１４‐６６２４

�

e｢歩っ人de風呂っと｣　体操とウォーキング＆銭湯に入る集い
－健康と仲間づくり、銭湯でいきいき－
　正しい体操と歩き方を教わり、まちを歩きます。その後銭湯で汗を流します。
　【日時】３月１４日π午前１１時～午後３時３０分【コース】大宮前体育館→たぶち通
り→高井戸西・宮前のまち→玉川上水コース【内容】大宮前体育館に集合し、みん
なで体操した後、ウォーキングコース健脚（５.５ｋｍ約７０分）とゆっくり（４km約６０
分）に分れて区内を歩きます。その後銭湯（第２石原湯か白山湯）で汗を流します

競技大会　

スポーツ教室　

【定員】５０名【対象】杉並区国民健康保険加入者でおおむね６０歳以上の方【参加費】
無料【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照・２名まで連記可）に希望コース（健
脚かゆっくり）も書いて、２月２２日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐
０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問
合せ】ú杉並区スポーツ振興財団歩っ人ｄｅ風呂っと係@３３１２‐２１１１（区代表）
eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（①成人病予防②シェイプアップ③体力アップなど）を作成し、健康づくり
のアドバイスを行います。
　【日時】３月１８日∂午後２時～５時【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１）【対
象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復ハガ
キ（２面ハガキ記入例参照・１人１通、１プログラム２名まで連記可）に生年月日、希
望するプログラム番号（①～③）、以前受けた方はその日も書いて、２月２４日（必着）
までに高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ。申し込み多数の場合は、抽
選【問合せ】同体育館@３３１２‐０３１３

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
認
証
取
得
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

　

区
は
、
環
境
先
進
都
市
と
し

て
、　

年
中
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

１３

０
１
の
認
証
を
取
得
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
た
め
、
区
の
環
境

施
策
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
や
姿
勢
を
「
環
境
方
針
」
と

し
て
定
め
、
こ
の
方
針
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
「
環
境

目
的
・
環
境
目
標
」
お
よ
び
行

動
計
画
を
作
り
ま
す
。

　

区
で
は
、
検
討
組
織
を
設
置

し
て
、
下
記
の
よ
う
な
案
を
作

成
し
、
３
月
中
に
決
定
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

ご
意
見
は
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
�
５
３
９
７
‐
９
１
３

６
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
２
月　

日
ま
で
に
環
境
保

１７

全
課
計
画
係
へ
。

�◇
基
本
理
念

　

杉
並
区
は
、
武
蔵
野
の
面
影

を
残
す
み
ど
り
と
水
に
恵
ま
れ

た
良
好
な
住
宅
都
市
と
し
て
の

性
格
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
都
市
化
の
進
展

は
、
農
地
の
転
用
や
土
地
の
細

分
化
に
よ
る
緑
地
の
減
少
、
景

観
の
悪
化
、
幹
線
道
路
沿
い
の

自
動
車
公
害
等
の
都
市
・
生
活

型
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
こ
れ

ま
で
杉
並
の
ま
ち
が
維
持
し
て

き
た
環
境
の
快
適
性
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

み
ど
り
豊
か
な
環
境
は
、
区

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
支
え
る

FAX

杉
並
区
環
境
方
針（
案
）

基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
個
性
と
美
し
さ
に
満
ち
た

魅
力
的
な
ま
ち
な
み
は
、
快
適

環
境
都
市
の
源
と
し
て
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
杉
並
区
は
、
歴
史
的

に
こ
の
ま
ち
を
特
徴
づ
け
て
き

た
み
ど
り
や
水
辺
な
ど
の
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
区
民
・
事
業
者
と

の
協
働
の
も
と
、
区
民
の
く
ら

し
と
環
境
が
調
和
し
た
、
自
然

豊
か
な
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
な
ど
、
今
日
の
環

境
問
題
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
と
い
う

社
会
経
済
的
な
仕
組
み
の
も
と

に
お
け
る
事
業
活
動
や
日
常
生

活
が
、
地
域
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
球
規
模
で
環
境
に
影

響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と

に
、
杉
並
区
は
、
次
の
世
代
に

対
す
る
責
任
と
し
て
地
球
環
境

に
負
荷
を
与
え
な
い
持
続
的
発

展
が
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。

　
　

世
紀
に
あ
た
り
杉
並
区

２１
は
、
「
区
民
が
創
る
『
み
ど
り

の
都
市
』
杉
並
」
を
ま
ち
の
将

来
像
に
掲
げ
、
環
境
保
全
、
環

境
配
慮
の
両
面
に
わ
た
り
積
極

的
に
新
し
い
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
施
策
を
こ
こ
杉
並
か
ら
発
信

す
る
こ
と
で
環
境
先
進
都
市
と

し
て
、
そ
の
責
務
を
内
外
に
わ

た
り
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

�
　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と

は
、
企
業
や
自
治
体
な
ど

が
、
自
ら
の
活
動
か
ら
生

じ
る
環
境
へ
の
影
響
を
、

自
主
的
か
つ
継
続
的
に
改

善
し
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
を
定
め
た
国
際
規
格
で

す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は

◇
基
本
方
針

１　

区
内
最
大
の
事
業
者
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
視
点
に

立
っ
て
事
務
事
業
を
行
っ
て
い

く
た
め
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
大
気
汚
染
の
防
止
、
環

境
へ
の
負
荷
を
最
低
限
度
に
抑

え
た
公
共
工
事
及
び
化
学
物
質

等
の
適
正
処
理
並
び
に
環
境
に

配
慮
し
た
製
品
の
購
入
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

２　

区
民
、
事
業
者
の
協
力
の

も
と
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
再
資
源
化
を
徹
底

し
、
循
環
型
社
会
（
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
型
社
会
）
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

３　

み
ど
り
を
未
来
に
引
き
継

ぐ
共
有
の
財
産
と
し
、
公
園
な

ど
公
共
の
み
ど
り
を
増
や
す
と

と
も
に
、
住
宅
地
の
緑
化
を
支

援
す
る
な
ど
、
み
ど
り
や
水
辺

な
ど
の
自
然
を
よ
み
が
え
ら

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生

息
で
き
る
、
う
る
お
い
の
あ
る

美
し
い
住
環
境
を
つ
く
り
だ
し

ま
す
。

４　

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
公
共
空
間
、
公
共
施
設

の
美
化
を
進
め
、
魅
力
あ
る
快

適
な
ま
ち
な
み
を
つ
く
り
ま

す
。

５　

区
民
の
健
康
で
安
全
な
生

活
を
確
保
し
、
地
球
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
、
環
境
に
関
す

る
法
令
や
条
例
等
を
遵
守
し
て

環
境
汚
染
の
予
防
に
努
め
ま

す
。

６　

環
境
方
針
を
達
成
す
る
た

め
に
環
境
目
的
・
目
標
及
び
行

動
計
画
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行

い
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い

き
ま
す
。

７　

環
境
方
針
を
文
書
化
し
、

全
職
員
に
周
知
す
る
と
と
も
に

一
層
の
意
識
向
上
を
図
り
、
地

域
の
規
範
と
な
る
よ
う
環
境
保

全
に
関
し
率
先
し
て
行
動
し
ま

す
。

８　

環
境
方
針
を
広
く
内
外
に

公
表
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
環

境
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

と
同
時
に
、
区
民
・
事
業
者
の

環
境
保
全
活
動
、
環
境
配
慮 

行
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
ま

す
。
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スポーツのある暮らし　健康の第一歩�
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　お知らせ

e託児員募集
　区民スポーツ教室参加者のお子さんを一時保育する「託児員」を募集します。
　【対象・資格】満２０歳以上６０歳未満の方で、保育資格をお持ちの方および幼稚
園・小中学校教諭としての実務経験があり，育児経験のある方【仕事の内容】教
室実施中（約３時間）の３歳～就学前の児童の保育【勤務場所】高円寺体育館（高円
寺南２‐３６‐３１）、上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、荻窪体育館（荻窪３‐４７
‐２）、下高井戸運動場（下高井戸３‐２６‐１）【時給】約１１００円程度【募集人数】若干名
【申込み】ハガキ(２面ハガキ記入例参照)に資格（幼稚園・小中学校教諭資格の方
は実務経験年数も記入）と育児経験の有無、保育に従事できる曜日と時間帯と
場所も書いて、２月２５日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿
佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ【問合せ】同財団@３３１２‐２１１１（区代表）


